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まさきの わ だ い

　町主催の「戦没者追悼式」は8月25日、文化センター
で行われ、遺族や団体の代表者などが参列しました。
　式辞で、岡本町長は「平和な暮らしを引き継ぎ、心や
すらぐふるさとを引き継いでいきたい」とあいさつ。さらに、
遺族を代表して八束兼福さんが「御霊の顕彰や平和のあ
りがたさを次の世代に伝える責任がある」と訴えました。
その後、参列者は献花し、犠牲者の冥福を祈りました。

戦没者の冥福を祈って
戦没者追悼式

　岡田校区防犯パトロール隊は8月16日、町長を表敬
訪問し、7月に校区内の全ての地区で、防犯パトロール
隊が結成されたことを報告しました。
　今後は、約130人の隊員が同じ黄色の帽子をかぶり、
校区内を巡回。連携を図りながら見せる防犯を行います。
岡本町長も「通勤中などにかぶり、見せる防犯を行って
安心安全なまちづくりにつなげたい」と話していました。

見せる防犯で岡田校区を守る
岡田校区防犯パトロール隊結成

　町体育協会主催 「24時間チャリティ－スポ－ツカ－ニ
バルMASAKI 」は8月27、28の両日、松前公園を主会場
に行われました。
　同イベントは、日本テレビの24時間テレビ 「愛は地球
を救う」に賛同して行われているものです。今年はバレー
ボールや野球など計18種目を24時間をつなぐ形で実
施。参加者は、スポ－ツと募金を通じ、チャリティ－の輪
を広げました。イベントで集まった募金18万4,818円は、
同テレビへ寄附されました。

スポーツでつなぐチャリティーの輪
24 時間チャリティースポーツカーニバル MASAKI

　重信川漁業協同組合（本多義雄代表理事組合長）は9
月6日、岡田保育園で 「アマゴのつかみ捕り」を行いました。
　これは、魚と触れ合うことで自然の大切さを知っても
らおうと、重信川流域の 4市町を1年ごとに回っている
ものです。同園の園児のほか、白鶴保育所の5歳児も参
加し、放流された400匹のアマゴをつかみ捕りしました。
最初は触ることを怖がっていた園児たちも、最後は「捕っ
たよ」とにっこり。家に持ち帰っておいしくいただきました。

アマゴ、いっぱいつかんだよ
岡田保育園で「アマゴのつかみ捕り」

　「まさき町うまいものフェア」は9月1日から4日
までの4日間、フジグラン広島で開催されました。
　このフェアは、本町の魅力を全国に発信しようと
全国各地で開催しているものです。同会場での開催
は、昨年に続き2回目となります。今回は、四国珍
味商工協同組合、松前町漁業協同組合、まさき村の
3事業所が、小魚珍味、ハモ、はだか麦を使った商
品など町自慢の特産を販売しました。
　会場には連日、多くの人が来場。今回初めて販売
したナスや、スーパーで販売されることが珍しい生
のハモが好評で、多くの人が興味深そうに手に取っ
ていました。さらに、3日には、岡本町長とエミフル
ズ2人が会場に駆け付け、会場を盛り上げました。
　4日間のフェアを通して、広島県の皆さんに特産
品をはじめ、町のPRを存分に行いました。

広島県で松前町の魅力をPR
まさき町うまいものフェア

㊤多くの人でにぎ
わった会場　㊧岡
本町長がトップセー
ルス　㊨来場者に
町のPRを行うエミ
フルズ

　松前町総合防災訓練は 9月 4 日、松前公園を主会
場に行われ、防災関係機関や住民など 700 人近くが
参加しました。
　午前 8時から行われた訓練は、南海トラフを震源と
する震度 7の地震が発生し、家屋倒壊や火災などで
ライフラインが寸断されたという想定で行いました。
参加者は公園へ避難訓練を行った後、各種訓練を実施。
雨の中での開催となり、外で実施予定の訓練は縮小、
中止されましたが、バケツリレーによる初期消火訓練、
煙体験訓練、応急救護訓練、仮設トイレ設置訓練など
に熱心に取り組みました。
　訓練を終えて岡本町長は、「訓練は繰り返し行わな
いと意味がありません。各地域でも訓練を行い、地域
の結束力や地域力を高めていってほしい」と呼び掛け
ました。

大規模災害に備えて
平成 28 年度松前町総合防災訓練

1_初期消火訓練   2_災害対策
本部訓練   3_避難所設営訓練   
4_毛布で簡易担架   5_煙体験
訓練   6_福祉避難所の訓練
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　9月19日の敬老の日を前に、岡本町長と岡井議長は 9月
1、5、6 の3日間、100 歳以上の高齢者を訪問し、長寿を祝
いました。
　本年度の対象者は 33人です。岡本町長と岡井議長は、
個人宅や福祉施設など 24カ所を訪れ、一人一人に声を掛
けながら、お祝い状と記念品を贈呈。また元気に再会する
ことを約束していました。
　本年度、新100 歳を迎える人は次の通りです。
※  新100 歳となった 7人のうち、6人を掲載しています。

長寿をお祝いへ
平成 28 年度長寿者訪問

町内最高齢は107歳の2人

「長寿はわが町の誇りです」 普段の生活について談笑 長寿を祝う赤い帽子をかぶって

100 歳の記念写真と一緒に

みんなで合唱して長寿を祝う

中村   千惠さん
＝永田＝

渋谷 キミヱさん
＝新立＝

越智 美佐子さん
＝神崎＝

福桝 アヤ子さん
＝新立＝

伊賀上 マキヱさん
＝北黒田＝

町長からのお祝い状を
手に持って、うれしそ
うに眺めていました。

山下 小枝子さん
＝北黒田＝

義農作衛兵の歌を歌い、
施設の人と一緒に長寿
をお祝いしました。

向井  イソカさん
＝宗意原＝

「よう撮れとる」と100
歳の記念写真を笑顔で
受け取っていました。

郷田   義治さん
＝恵久美＝

「ありがとうございま
す」と笑顔で表彰状を
受け取っていました。

町長が「来年も来ます」
と話すと、少し驚きつつ
笑顔で応えていました。

町長が手を合わせ、お
祝いの言葉を言うと、小
さくうなずいていました。
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